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　能代山本広域消防本部では昨年59名が熱中症で救急搬送されており、これからの暑い時期に向けて
予防が重要です。以下の点に注意して熱中症を防ぎましょう。

・熱中症警戒アラートを確認する　　　　　　　　　　　　・のどが渇く前にこまめな水分・塩分補給
・気温・湿度が高い日は長時間の運動や作業を避ける　　　・日傘・帽子の使用、通気性の良い服装
・外出時は時間帯に配慮し、休憩や体を冷やす工夫　　　　・運動や入浴で汗をかき、暑さに慣れる
・室内は温度管理を行い、エアコン・扇風機を適切に使用　・夏前にエアコンの試運転を行う

　救急車を呼ぶべき状況
・自力で水分補給ができない、強い脱力感・倦怠感で動けない
・意識がない、または全身のけいれんがある

統 一 標 語　　『つかみ取れ！　めざす無事故の頂きを』
目　　　　的　　危険物の保安に対する意識の高揚及び啓発を推進することにより
　　　　　　　　各事業所における自主保安体制の確立を図ることを目的に実施されます。
期　　　　間　　令和８年６月７日（日）～６月13日（土）
実施予定事項　　①　危険物施設の立入検査
　　　　　　　　②　移動タンク貯蔵所（タンクローリー）及びミニローリーの検査
　　　　　　　　③　危険物安全協会会員に対しての法規講習会
　　　　　　　　④　危険物安全協会会員事業所での幟の掲出
　　　　　　　　⑤　路線バスへの広告の掲示
そ　の　他　　能代山本広域市町村圏組合ＨＰ及び消防
　　　　　　　　テレホンガイドにより危険物安全週間の
　　　　　　　　普及啓発を図ります。

八峰消防署からのお知らせ

熱中症予防について

熱中症予防のポイント 

令和８年度　危険物安全週間

〈火災の予防を！〉
　例年、低圧進相コンデンサの経年劣化が原因となる火災が複数件発生しています。
　古い低圧進相コンデンサをお使いの方は、十分ご注意ください。
〈低圧進相コンデンサとは！〉
工場で使用する大きな機械や店舗で使用する業務用冷蔵庫など、モーターで動き、大きな電力を必要とする
電気機器の配電盤に設置されています。主な役割は、電流を効率よく流すために電気を溜めておく機器です。

〈低圧進相コンデンサの火災を防ぐために！〉
①機器を使用しない時はメインブレーカーを切り、低圧進相コンデンサに電圧がかからないようにしましょう。
②昭和50年（1975年）以前に製造された製品には保安装置が内蔵されていないため、被害拡大のおそれが
あるので使用の停止や交換をおすすめします。

③ 概ね10年以上経過したものは、専門業者による点検を受け、計画的に交換しましょう。

低圧進相コンデンサの発火にご注意を！

■問合せ先　八峰消防署　救急担当　☎７６－３１１９

■問合せ先　八峰消防署　危険物担当　☎７６－３１１９

■問合せ先　八峰消防署　危険物担当　☎７６－３１１９

秋 田 県 警 察

消防テレホンガイド
☎５２－９９９９


